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とりつけを天蓋の痕跡が僅かに殘る。卯塊は灭 
蕴が化が上つて穀斗狀になつたときに.之を斜 
に抱へて突がドッと產みをみ，すぐ被ひをかけ 
て次第に厚くする力く • ホがを約 4mni 位づつ着 
けては離しI着けては離し乍ら順次廻り，二時 
P ぶぐらいかかる0 

4 デダモの脫糞げ) • 1.’ 5). 芝を張りつけ 
た王坡上のマサキ生垣0根本には苔が生じて卜 
タテグモの戶蓋がかなりある。力く，4/29の調べ 
では大小7個とも巢主がねなかつた。寫眞で見 
るやうに袋巢は巢主が冬眠中のため枯调してむ 
るし脫糞も雨露が薄くなつてわるがなかなか落ちぬものである。この蛛にミ 
ミズなど與へておいて待つと，一兩日のうちに化の放化をやる力;Iをの魅九あ 
る現場は見たことが無い 0 — 40. 5. 4 夜 一 



了 カホ ニ 


グモの圓網 


ま 倉 眞 

(揮太廳大泊中學校） 


m 言 

アカホニグモ Araneits quadratics Clerck は歐亞に廣 < み布する蜘蛛の大形 
種で，絳太のを地にも普通に見化され，特に灌木を混えた草原に多數棲息ず 
る0著者は最近3ケ年間當地に於て本種の生態を.調蚕しをの知り得た生巧を 
の大要に就ては旣に本誌 Vol. IV, No. 2に報吿した0即ちアカホニグモは晚 
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秋，叢のコケモモ Vaceinium F ! •む W ふがなの葉蔭やイハノガリヤス Calamag - 
rostis Langsdm ' ffii の枯苹等に純白の敷布を張つて數百の卵を產む。其等は一 
魂となつて美しい黃金をの卵馳に包まれ，轉雪下に越冬して翌春6巧下甸頃鹏 
化する。鹏化した幼蛛は卵駒の一端を破つて外界に出で，繊細な絲ををいて草 
本の上へ上へと登り山遮に巧謂絹幕が i 化が！ tent ) を張つで"^時錐團生巧を巧 
ふも間もな < 四散する。當時は體長 2 ram 許，殆ど人目につき難い程であるが 
種々の草木に居を占めて巧に圓網を張る。斯て8巧中，下旬には體長4一5 mm . 
となり，蛛體〇成長に伴つて張る網の大さも次熊に大きくなつてゆく0 9巧中 
旬頃になると體長 5 — 6 mm . となり槪ねこの大さで越冬する。禱て巧び春が來 
で6巧玉旬頃，越冬した蜘蛛はおでて革閒に圓網を張り，巢に潜んで終日を懒 
に巡す。新して觸蛛は脫巧を聖ねて次第に成長し，雌は體長，6丹下おて mi 化 
7巧上お8 m 描*中旬9一 10 mm . 下甸10— 12 mm . 程となり大抵こむ大さで 
が熟する 0 離は體長，6巧下句 6 mni . 7巧上句了化化.中旬8 mm . 下巧9 ! um . 
程となりかなこの大さで成熟する。成熟した雌は其後益々强大な圓網を張つて 
盛に度蟲を捕獲するが，雄は--旦成熟すればもはや網を張ることな <，巢をお 
て求婚の旅に〇保る0アカホニグモの‘性巧は唯一圆8巧中に巧はれ，9巧に入 
れば耀の姿は殆ど見られな < なる0が、上は本種生活をの槪略でをるが，をのを 
涯にかて見事な圓網を張つて生巧することは顯著な生態的特徽である0抑々圓 
網を張る蜘蛛はコガネグモ科- Argiopidae の外に， マシナがタ モ科 Tetragnat - 
liidae , ウブグモ科 Uroboridae にも見られる力;，其等の張る網のす善遮は蜘蛛夫 
々によつて特徴がある。义同一科に廳する蜘蛛にがても备屬各種により夫々特 
徵ある圓網を構成するものであるから網の構造は蜘蛛み類上一の重要な標徵と 
なるものである。著者は其 I 致に蜘蛛採集の際には圓網の測をを巧ひ，網の鶴造 
による蜘蛛〇み類學的硏究に就て他 H を朔し發表しをいも思つでねる。おには 
アカホニグモの圓網に就て著者の觀察しを若干の事實を述べ特に蛛體のが長 
による網の大さを k 磯して諸賢の御高評を乞:ひたいと思ふ0次に著者の觀察を 
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記述するに先立ちこの種の網の權邀を槪說し，更にをの測を法に就て述べる0 

綱の 構造 

ァカホニグモの圓網は常に垂直に張られ，次のをつの主嬰な部かよりなつで 
ゐる〇 

1. 梓 (Framework of foundation lines ) 

2. 轄絲 ( Radii ) 



第 1 欄圃满 の锭造 

1•殻 2 •か殻 もを間 4. 耕體絲帶 5. 捕蟲域 

も粘性旋回絲の巧返し 7•飯絲 8. 揣性旋回絲けち蕾絲） 
9,扇區 10.粹絲 11. 第二み梓絲 12橋絲 
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4 巧穀 (Central platform or Notched zoue ) 

ふ穀 （ Hub ) 

先づ網の枠を構成する絲の巧普通上ホの絲は他よりも强觀である。これは蜘 
蛛が網を張るに先なつて吏遮す最初の絲で特に橋絲 (Bridge thread ) と稱が 
られる0網の中'じ、をなす小域は穀で，大體圓お或は稽圓お，絲は不规則にかけ 
られてある。穀から放が狀に發して梓に達してむる縱絲は輕絲で，輕絲巧互の 
空胁は扇區 ( Sector ) とおがけらる。か載は粘りなき絲が數回穀を旋つてゐる 
部みで，髓絲を固をし，觀を補强し.且納1蛛が駿にか憩する時の化場となる。 
巧載に次いで絲のか、つてない空間ぐ Free zone ) がある。な上に述べた網の部 
分を構成する絲は何れも粘性なき絲であるが，空間に次いでもけられた横絲は 
著しい粘りの絲卽ち粧着絲 (Viscous thread ) で，これは穀を中,じ、とし歸絲の上 
に丹念にかけ旋らされてゐる。蜘蛾はこの絲をかける時 ，網の下方で厘々が返 
しを繰返すため，この部は上ホよりも餘分に絲がかけられること、なる。又. 
を粘着絲相互の間隔に就てみるに何れの部みに於ても周邊では廣く觀に近づ< 
に從つて次第に狹< なつてゐる。尙，觀わら1本の絲が網に或角度をなして巢 
にひかれでねる。これは卽ち麵信絲 （Signal thread ) で獲物が網にか、つを 
時，をの振動を巢に隱れてゐる蜘蛛に傳へる用をする。 

蜘蛛が網を張る!‘しは先づ橋絲をひき渡し次で網の枠を大きく多壊形に谴り 
經絲をかけ渡す。載は夫々の鶴絲をかけ渡す工作〇進巧と同時に迸られる。次 
で蜘蛛は載をお發し，穀を中'じ、として渦線を揣き摇絲上に粘りなき絲を粗くか 
ける。この絲はが謂足場絲 (Spiral bridge ) で，鶴絲が餘りに離れすぎてねる爲 
身を支へて粘着縣たかけかねる周邊地帶に足場を供給するにある。新て造上げ 
られを圓網は假網 （Temporary orb - web ) と稱せられ總ての絲にネ占性がない。 
次で本網を張る。蜘蛛は先にかけを礫絲を足場としで，今度は闽邏から中と、へ 
と摇絲上に粘着絲を丹念:に固をしつ、旋り旋つて次第に近づいてゆく。粘着絲 
がかけられるにつれてホの语锡絲は次々に切られ.その絲屑は賴絲上に殘され 
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る0最後に蜘蛛は殻から幾らか離れた處で突然結着絲〇綠おを止め，足場絲を 
切つ C 其處に空閒を遮り穀にかへる。これで本網が完成したわけである。 

綱の 測を 

網の测をを述べるに先立ち二 SO 用誘をを義したく必要がある。 

表裏 穀から巢に通 じて ゐる彌信絲のある側を裹と云ひ他の側を表とをふ。 
上下 載中と、を過ぎる水平線の上方を上とをひ，下方を下とちふ。 

巧外 穀に近い方を巧と云ひ，梓に近い方をかと云ふ。網の測をすべき部分 
は各屬各種によつて多少異なるが，著者はァカホニグモの圓網に就て下記の數 
個處を測おしを。 

1 •穀 ——短徑及び長經を測る。併し外穀との境が判然とせ ず 正礎に測り 
得ないことが多い。これは蜘蛛が駿を化發しでか殿をかけ始めた時，瞒 
き過ぎてねる歸絲間に尙も幅絲をかけ加へるために，外穀の絲が整つて 
旋回せずジグザグになるためである。 

2 . 穀 + 外穀——觀の大さは斯樣に測お上正確を期し難いから麟牛外穀を 
測を上重視したい 0 

3 . 外 穀" 一 旋回絲終端のをする一扇區にがて，をの絲數を數へる。旋回 
方巧は同一個體に於ても一おしてむないから用ひぬ。 

んを間 ——最小幅あび最大幅を測る。槪ね主そは幅狹<下方は幅度い。 
5 . 粘性旋回絲（粘着絲） 

ん粘着絲帶：一扇區にがける最內の粘讚絲と最外の粧着絲との最短距離 
をとつて，綻着絲帶の最小幅及び最大幅を測る0これも普通上方或 
は巢に近いホが狹く下方が農い。 
h 粘着絲數：賴着絲帶最小あび最大幅にがける絲數を數ふ。 

じ 粘着絲間の距離••が着絲帶の幅ををの扇極に於ける絲數 00 より 王を 
減じを數 （凸一 1) にて除したぞ均距離。必要に應 じ， 最內，中央， 
最外を 部に於ける 絲闆の据離も測をしぉく。 
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も捕蟲巧 ■ ~-これは穀+外穀+空間+粘着絲帶よりなる。をの短徑あぴ 
長徑を測り，穀+か穀や補蟲域の面積はそれ等©短徑をも長撰を 
b とし iabTT で槪算する。 

7. 顧絲--絲數を數へる。何れの網にがても下ホは上モよりも數多い。 

8. 稱絲~-その長さを测る〇併し環境によつてはこの絲ををく見ないこ 

ともある。概ね革木の生巧つた狹い空間に張られを網には橋絲なく 
其種本然の大さの網を權巧し得ない場合が多い。之に反し廣い空間 
に橋絲を長 < 力が渡して網を張つを蠕合にはその網は其種本然の大 
さの網と看做し得る 0 

9. 邁信絲——^網から巢までの長さを測る。 

10. 綱の离さ——地面より穀中と、までの距離を測る。 

筆者はな上に記した網のを部を早朝山姆に赴いて測をした。尙，網を張る環 
境を巧にするをめ其をま持する樞物を調蕊し，且網は蜘蛛の成長につれてみ第 
に大き < なるものであるから蛛體を測おし性の記載もなした。 

鄉蛛の成;長に よる 綱の大さ 

蜘蛛の張る網の犬さは槪しで蝶體の大さに比例する。換言すれば網は蜘蛛の 
ぶ長に伴つて次第に揽大せられゆ< ものである。即ち橋絲は展くなり，梓は大 
きく摇絲は長くのび，所謂占座域たる穀や外穀は勿論のこと，特に粘着絲帶は 
顯著に鶴張せられて網の捕蟲域は度くなる。併し乍ら，これは蜘雜の成長と共 
に漸次一率に鶴大されゆくものではなく，槪ね或時朔を劃して其な後.急速に 
髓大されゆ < ものでをるし.尙ほ雌赃によつてもをの狀•况は異なるものであ 
る。な下これに就て述べる。 

雌の網：さてァカホニグモの幼蛛は6月下旬一7巧上卸叢に一時絹幕を張 
つて集團生活を巧ふが間もな<四散して夫々獨立生活を始める様になる。こ〇 
頃〇蜘蛛は未だ小さ <，從つて張る網も小さ < をの絲は極めて細い。著者の測 
をによれば捕蟲域 4.2 cm . — 4.8 cm ., 摇絲數16の圆網が最小のものであつを 0 



00 7 ) 


然るに蜘蛛の成長につれて網は ホ 第に大き < なつてゆき，蛛體が約 lOiu 化 •に 達 
して成蛛となる頃から急にホさを增しな後禍は急速に撒大されてゆ <。力 > くで 
著者の测をによる最大の網は體長巧 mm . の雌が張つたもので，鶴絲は25を數 
ふるに過ぎなかつたが補蟲域は 39 c 成 •一 45 cm . に達しを。今こ、に斯る狀態 
を明瞭とするをめ雌 2(38 頭の網に就て測をした結果を整理しをの要點を第1表 
に示す0 

巧 1 まアカオニグモ雌の網 （* 性不明） 


蜘蛛 

の 

望 



平 

均 

値 

い‘…） 

:£=268 

定 








(mm ) 

數 

載 

嚴+か載 

空間 

銷着絲帶 

描着絲數 

賴絲數 

捕蟲域 

幸2 

〇 

8 

0.2 — 0 3 

0.4—0.6 

0.3 — 0.6 

2.0— 3,2 

11—16 

24 

6.2™ 7.5 

4 

王1 

0,5 —10 

15 — 1.9 

— 

0.5 — 1.0 

2.8 — 4 .G 

11—18 

鉛 

8.9 ~ 10.5 

5 

14 

0.7 — 1.1 

17 — 2.3 

0,5 ― 1 0.2.9 — 5.5 

1—20 

24 

10 .2™ 12.8、 

6 

19 

0,8 —1.2 

1.7 —2.3 

0.6 一し 3 13〇一吕. 9 

12—21 

23 

10.5 — 13.9 

7 

6 

0 9 — 1.1 

1.7 … 2,5 0.6 —1.513 .5-^ C .3 

Vi — 22 

25 

11.2—16.3 

8 

11 

1.2—-1.6 

25 — 010.4 — l . lj ' s . S .......... - 6.9 

14—23 

23 

12.3—1,5.1 

9 

i 4 

1.0 -1.4 

2.3 — 2,9 0.6 — 1.3^ け 一 6.7 

15—25 

22 

13.2 — 15 0 

10 

6 

1.。 一2.2 

3.2 — 4 30 7 — 1.5150--11.1 

17—28 

20 

17.9 — 20.9 

11 

1 S 

1.3 — 2 1 

3.0 一 4.10 ぶ—- 1 04.4 — 8‘6 

15—25 

21 

16.3—19.6 

12 

7 

1.5 —2.4 

3.3 — 4 2 

0.7 — し 514.5 — 10.5 

'15-24 

22 

18.5 — 21.0 

13 

27 

1.7 —2.6 

3 9 — 4.9 

0.6 — 1.615 .7— 31.6 

14-26 

22 

22.8 — 27.2 

14 , 

85 

1.8 —2.7 

3.7-^5.1 

0.5-1.3 

0,2—12.4 

19—29 

23 

24.7 — 27.4 

15 

i が 

1.9 一 "2 7 

4.4 ^ 5.5 

0.5 ^ 1.7 

6.7—14.0 

17^28 

23 

25.2 ^ 32.0 

1 谷 

47 

2.2 — 3.0 

4.5 -5.9 

0 6 - 2,0 

7.3-14.7 

1 C — 26 

22 

26.9 — 32.6 

17 

^ 17 

2,1— 31 

ん7 — 6.0 

0 6 — 2.0 

S 3-15.0 

16— 23 

22 

29 ぶ一 33.7 

18 

3 1 

‘ i 

1.5— >2 ぶ 

义 9 - 5.6 

0:0 — 2.4 

9.0-15.8 

18^24 

22 

33.3-.38.7 
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第2圖アカホニグモの成長による網の排着絲帶擴裝 
参- ♦ 雌の網 X — —— X 雄の網 


な上〇如 < ァカホニグモ離の網は蛛體が約 10 mm . に達してが後は急速に赖ホ 
されてゆくものである力く，これはをとして粘着絲帶の擴張によるものである。 

(第2圃）即ち捕蟲域に於ける穀+外穀や空間の媳張は粘着絲帶のをれに比し 
て著しくない0こ、にが、上の事實を更に明瞭とするため穀+外穀.並に捕蟲域 
の面積をとつてグラフに補けぱ第3歸〇かを結果を得る力 S， これ等は指數曲線 
によつてよく表現することが出來よう0乃ち捕蟲域の面積を人，蜘蛛の體長を 
t としこれを數式に現せば A = ae ^ となる。こ、に e は自然對數の底でをる。 
今を數 a なび b を平均法によつで求むるに乂 = 3428 e り‘がが * となり，計算値 
にかなりよく一致する。义穀+外穀〇面積を C とすわば C = 0.、7577e り勇む 
を得る。これも計算値は觀测値にかなりよく*^致する。 

要するに雌の網に於ては，蜘蛛の成長期から生殖期に入る頃急に補蟲域は大 
きくなり，が後蜘蛛の成長に伴つてをれは急速に猿大されゆくもので，之は生 
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2 4 6 8 10 12 U 16 18 

顿なの班を（の町 } 

第3圃アカホニグモの成長による網の大さ 
♦ - 参雌の網 X X 雄の網 







■ 

■ 

■ 

■ 

1 



■ 

■ 

■ 

■ 

1 

1 

■ 

1 

i 

1 

■ 

■ 

1 

■ 

II 


■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

1 


■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 


■ 

1 


■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

1 

■ 

1 


■ 

■ 

■ 

■ 

1 

I 

■ 

■ 

1 


■ 

■ 

I 

1 

1 

1 

1 

1 

1 


■ 

1 

1 


1 

1 

1 

1 

1 


1 

1 

国 

1 

1 

1 


■ 



1 


祸蟲巧の涵辖(ホ方慷心 
獅 W W 測 柳 


が 州 

お+かお GfS 巧(•平方お) 


態學上興味あることである0即ち蜘蛛が成熟しやがて產卵するをめには豐富に 
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食辟を探っておかわばならぬ。をれがをめには結着絲帶を大に攒張して網の辅 
蟲域を廣めておく必要があるものと考察せられる0 

次に獅蛛〇占座域たる載をびか觀の大さも蛛體の成長にっれて扳 I 張せられ， 
たとへ環境によって辅蟲域が狹められてもこれ等は’决して影響されることがな 
い0又外殻に於ける絲の旋回數も種によって夫々略一をしてねるものである 
が ァカホニグモ では常に3 — 4回に止まってねる 0 

空間及び粘着絲間〇距離も蛛體に比例する。橋絲なび通信絲〇長さも勿論網 
の大さに比例する。併し鶴絲の數は網の大小に殆ど關係がない。卽ち第1表に 
みる如<網が大き < なっても小さい時と殆ど同數である0これは網の形態を研 
究するに當って注目すべき點である。今こ、に雌170の圓網に就て調益せる輕 
絲數の度數分布表を作れば第2表の如く示され，算術的平均 CM ) 22.49を得 
る。义これが絲數を網の上下に分って數へた結果は第3表〇妾口 <示され，何れ 
の場合にがても鶴絲は常に網の上ちよりも下方に多いことを明に知り得る。こ 
れは旣に述べた薇に網の粧着絲帶は上方よりも下方にがて幅廣<，又實際獵場 
になることも多いから，從ってこ、に多數の輕絲をかけて網〇大破を防止する 
ものと考察せられる0 

雄の 綱：雄は一旦成熟すれば最早圓網を張ることな <， 雌を求めて諸處を徘 
徊するものでをる力;，をの成長期にがては雌と同様の圓網を張って生活する0 
しかもをの網は蜘蛛の成長にっれて漸次大きくなってゆくことは音ふまでもな 
い。併し乍ら網の髓大されゆ <狀況を旣に述べた離の其に比較するとかなりに 
著しい補違を發見することが巧來る。即ちァカホニグモの雄は體長9化陆•釋度 

第 2 まアカオニグモ雌の猫の館絲教のを巧 K =22.49 




第 3 表アカオニグモ雌の照に巧げる上郭と下部の鐘絲お 


(川） 



でみな成蛛となるものである力;，漸次成熟するの朔が近づくにつれて，其等の 
亞成體が張る網の大さは，同長の雌が張る網©大さに比較して遙かに大きいと 
いふことである。これは明に粘着絲帶の#逼張による補蟲域の增大で，穀+が穀 
の大さや空間の廣狹によるものではない。な上の事實は第 4 表短に難 2 圖によ 
つで巧に知り得る。义穀+外觀，捕蟲域の面積をとつでグラフに禍けば第 3 歸 
のかき結果を得，雌雄によつて網〇髓大せられゆく狀態の異なることが了解で 
きる。而してこ、に得られを結果は夫々指數曲線によつて表現することがお來 
る。即ち補蟲域の面積をも蜘蛛り體長を t とすれば B =25.： l 7 e 0’ 2 が St を縛， 
觀 +外殺の 面積を D とすれば D = 0.2374 た〇ぶが t を 得る。 

(玉）尤も雄の網に於では未だ觀測數が化較的少な L 、ため，これに顯ずる驢權な論議 
は今後の調査にまたざるを得ない樣であるが，化處には得られたたけの資料に 
基いて述べる。 




(1】2) 


第 4 をアカオニダモ巧の期 


蜘蛛 
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體長 
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殻 + 外 載 
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0.6 ^0.9 

1.3—I.S 
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24 
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14.4 — 17 5 

9 

7 

13—16 

' 1 

2 6 — 3.10.(>— 1.5j4.1 —9.9 

14 一25 

25 

16.1 — 20.3 


嬰するに離の網に於ては渐次卿蛛の成熟期が近づくにつれて補蟲域は大に鱗 
張せらる、傾巧がある。これも亦生態擧上興味をることで，雄が成熟するをめ 
には多量の食餅をとる必要があるをめ，斯の如き生態を示すものと考祭するこ 
とがお來る。 

網の 高さ 

網の寫さは蜘蛛夫々の穂によつて略-^をしてねる礫である。勿論極く若い時 
期には革間に低 <， 長ずるに從つて高 < 網を張る のは 自然り ことで ある 力 S ， 併 
し 成體に達しても叢に比較的お< 網を 5 長る種 ■も ある。 アカホ ニグ モは大 沿近傍 
の 皮 陵直 ミ 原にが'ては ェゾイチコ Ruhus idaeus var . aculeaiissimus, ノコギ リサ 
ウ Achillea sihirica, カラフトバラ Rosa marretii, マルバシモツケ Spiraea 
.beiiihefoUa, ェゾヨモギ Artemisia vulgaris var . kamtschatieaf イハノボリヤ 
みナガバギシギシ Rumex が如がだ 等に營巢 し， 普通1 m •が下の 高さに網を張 
り ！ぶ化•が上の高さに網を張ることはをくない。 たとヘアカホ ニグ モを 軒端€> 
.高所に放 つても 翌日は下方に降りてきでしまふ。こ.れを要するに蜘蛛の生活は 
日光.溫度濕酸風のかきタト圍の物理的條俾にま配せられ，四圍に棲息する 
居蟲の種類. 數量 等と密接な關係を 有してねる。 又其ばかりで はな < か敵の眼 







(m) 


をのがれて生がを類けでゆかねばならぬから》を趣夾々が適の環境を選んで網 
を張ること、なるのでをる。 


ナカムラホニグモのみ布線 

植 が 利 夫 

(東新桥1骄川區西ヶ原巧310) 

化は權 太. 千鳥の寒地より南靈灣 • 南洋の熱地にまで跨る日本ホ國の領止 巧 
には， 他〇動職又は植物の場合と同獄，多種多機な蜘蛛の觀類が樓息し，其の 
み 布 狀態も 搔雜多岐 を 極めて居る。私は 幸に 過ホ數年間日本を地の蜘蛛を研究 
する 機會に惠 まれたので ある 力;，其の閒常にこの豐富な蜘蛛の ハウナ中， 所謂 
化 ホ 系の寒地性分 子と 南方系の暖地性分 モ とが如何なる具合に巧鉛：がかして居 
るかに就いて，格別の注意を拂つて來た。而して其の結お兩者共其の分布狀態 
が 氣溫に最も深い關係をちして居る事を知るに至つを。本儲で は 其の中特にナ 
カムラオニグモのか布•南限線と氣溫との關係に就いて，所見の槪要を記述して 
みをいと.围ふ〇 

ナカムラホニグホ eorimtus) は國內では 憐太•千鳥*化海道 •本 
州•戟鮮， 國 外では滿洲•化支那•歐洲及び北米等に分布するもので，何れも 
化 半球の寒帶から暖帶にかけて棲息する事明らかなる種類である。而して本州 
では紀伊半島〇大部分に共の棲息記錄な <，四闡 • 九州等からもまゼ化礎に採 
集されを事を歸かない 0 昭和10 年に 私は上京して， ナカムラ ホ ニグモは あ京辭 
近に最も普通な蜘蛛の一種である燕を知り，この蜘蛛は本州の化半郞に夕 < 棲 
息す る ものである と思ひこんで ねを 巧， をれ か ら閒もなく大阪ぞ野の蜘蛛を調 
遙 せられた八 木巧健夫 巧の 報を （1 於 8) に依つ て， 同平戰にも最も普通に本種 






